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FD・SD教育改善支援拠点事業ワークショップ�
「事例で学ぶ教員免許業務」を開催�

『大学のIR  Q&A』を�
出版しました�

　FD・SD教育改善支援拠点事業の一環として、

IRの実践に必要な知識と技能を収集し整理しま

した。学内教職員には限定30名に対して本書籍

をお届けできますので、ご入用の方は本センター

事務室（e-mail : info@cshe.nagoya-u.ac.jp，

内線 5696）までご連絡ください。�

（玉川大学出版部、2013年9月）�

　
近
年
、
大
学
教
育
の
質
保
証
、
管

理
運
営
の
高
度
化
、
情
報
公
開
の
促

進
を
担
う
も
の
と
し
て
、
IR
に
注
目

と
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
IR

と
は
イ
ン
ス
テ
ィ
チ
ュ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・

リ
サ
ー
チ
を
略
し
た
用
語
で
、
簡
単

に
言
う
と
大
学
の
意
思
決
定
を
支
援

す
る
調
査
研
究
で
す
。�

　
2
0
0
8
年
の
中
央
教
育
審
議
会

答
申
『
学
士
課
程
教
育
の
構
築
に
向

け
て
』
で
は
、
新
た
に
求
め
ら
れ
る

大
学
職
員
と
し
て
、「
大
学
の
諸
活

動
に
関
す
る
調
査
デ
ー
タ
を
収
集
・

分
析
し
、
経
営
を
支
援
す
る
職
員
」

が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
IR
の

担
当
者
を
想
定
し
た
も
の
で
す
。
ま

た
、
2
0
1
3
年
度
の
私
立
大
学
を

対
象
と
し
た
助
成
事
業
の
中
に
は
、

IR
を
担
当
す
る
部
署
の
設
置
状
況
や

専
任
の
教
職
員
の
配
置
状
況
が
補
助

金
の
採
択
に
影
響
を
与
え
る
も
の
も

あ
り
ま
す
。�

　
大
学
に
お
け
る
IR
の
導
入
は
、
政

策
的
に
推
進
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
は

な
い
よ
う
で
す
。
大
学
関
係
者
の
間

で
も
IR
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
全
国
の
大
学
の
理
事
や
学
部
長

な
ど
を
対
象
に
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
に
よ
る
と
、
大
半
の
回
答
者
が
大

学
に
お
い
て
IR
が
必
要
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
IR
を
テ
ー

マ
に
し
た
講
演
会
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
に
は
多
く
の
大
学
関
係
者
が
参
加

し
て
い
ま
す
。�

　
IR
と
い
う
新
し
い
用
語
を
聞
く
と
、

大
学
に
新
た
な
機
能
が
付
加
さ
れ
る

と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
そ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
大
学
は
そ
の
よ
う
な

機
能
を
以
前
か
ら
持
っ
て
い
ま
し
た
。

た
と
え
ば
、
入
試
形
態
別
の
学
生
の

学
習
状
況
を
調
べ
て
入
試
制
度
の
改

革
を
行
っ
た
り
す
る
な
ど
は
IR
の
活

動
と
言
え
ま
す
。�

　
私
自
身
も
教
養
教
育
院
が
設
置
さ

れ
る
前
の
頃
、
基
礎
セ
ミ
ナ
ー
の
少

人
数
化
に
向
け
た
改
革
を
進
め
る
た

め
に
、
学
生
、
教
員
、
T
A
を
対
象

と
し
た
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
の
デ
ー
タ

か
ら
わ
か
る
こ
と
を
情
報
提
供
し
た

経
験
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
も
IR
の
活

動
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら

は
IR
の
機
能
の
組
織
化
と
高
度
化
が

大
学
に
求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
た

方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。�

　
教
育
改
善
に
向
け
た
デ
ー
タ
の
活

用
に
は
、
大
き
く
２
つ
の
意
義
が
あ

り
ま
す
。
ひ
と
つ
は
、
現
状
を
正
し

く
把
握
し
、
適
切
な
意
思
決
定
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
点
で
す
。

た
と
え
ば
中
途
退
学
者
を
減
少
さ
せ

た
い
と
考
え
た
時
に
、
デ
ー
タ
な
し

に
対
応
策
を
考
え
る
の
と
中
途
退
学

者
の
属
性
や
中
途
退
学
の
要
因
を
デ

ー
タ
で
把
握
し
た
上
で
対
応
策
を
考

え
る
の
と
で
は
大
き
な
違
い
が
生
ま

れ
る
で
し
ょ
う
。�

　
も
う
ひ
と
つ
は
、
デ
ー
タ
を
提
示

す
る
こ
と
で
、
周
囲
に
対
し
て
説
得

力
が
増
し
、
組
織
で
の
合
意
も
得
や

す
く
な
る
と
い
う
点
で
す
。
先
ほ
ど

紹
介
し
た
基
礎
セ
ミ
ナ
ー
の
少
人
数

化
の
事
例
も
、
教
養
部
の
解
体
後
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
あ
っ
た
た
め
、
苦

労
し
て
全
学
で
合
意
し
た
授
業
担
当

コ
マ
数
の
ル
ー
ル
を
変
更
す
る
こ
と

は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
た
め
組
織
で
の
合
意
形
成
に
向

け
て
客
観
的
な
デ
ー
タ
が
必
要
だ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。�

　
IR
の
主
要
な
目
的
は
、
多
様
な
デ

ー
タ
を
用
い
て
意
思
決
定
を
支
援
す

る
た
め
の
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
で

す
。
情
報
を
提
供
す
る
と
い
う
の
は
、

単
に
デ
ー
タ
を
提
供
す
る
の
と
は
異

な
り
ま
す
。
大
学
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
が
、
多
く
の
デ

ー
タ
は
あ
る
事
実
を
表
し
た
無
機
質

な
も
の
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
IR
の
業
務

は
、
デ
ー
タ
か
ら
意
味
の
あ
る
情
報

へ
と
変
換
す
る
作
業
と
言
い
換
え
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。�

　
デ
ー
タ
を
意
味
の
あ
る
情
報
に
変

換
す
る
に
は
、
そ
の
デ
ー
タ
が
ど
の

よ
う
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
の
か
、

他
の
デ
ー
タ
と
ど
の
よ
う
な
関
係
が

あ
る
の
か
な
ど
、
問
題
意
識
を
持
っ

て
仮
説
を
立
て
た
り
解
釈
し
た
り
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
た
と
え
ば
、

あ
る
学
部
の
中
途
退
学
率
が
３
％
だ

っ
た
場
合
、
そ
の
数
値
が
適
切
な
範

囲
内
に
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
そ
う

で
な
い
の
か
は
、
そ
の
数
値
だ
け
を

見
て
い
て
も
わ
か
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

な
ぜ
な
ら
、
情
報
と
し
て
解
釈
す
る

た
め
の
基
準
が
な
い
か
ら
で
す
。
た

と
え
ば
男
女
別
、
学
部
別
、
学
年
別
、

入
試
形
態
別
、
中
途
退
学
の
要
因
別

な
ど
で
比
較
す
る
と
、
課
題
を
よ
り

把
握
す
る
こ
と
が
で
き
、
対
応
策
の

検
討
に
も
役
立
つ
で
し
ょ
う
。
ま
た
、

他
大
学
や
全
国
平
均
の
デ
ー
タ
と
の

比
較
は
、
自
大
学
の
特
徴
を
明
ら
か

に
し
た
り
、
組
織
内
で
課
題
を
共
有

し
た
り
す
る
際
に
役
立
つ
で
し
ょ
う
。�

　
政
策
的
に
も
IR
が
推
進
さ
れ
て
い

る
現
状
を
み
る
と
、
教
育
改
革
に
向

け
て
デ
ー
タ
を
活
用
し
て
い
く
事
例

は
今
後
増
加
す
る
で
し
ょ
う
。
特
に

学
修
時
間
や
教
育
の
成
果
に
関
わ
る

デ
ー
タ
を
収
集
し
て
教
育
改
革
に
つ

な
げ
る
取
り
組
み
が
早
急
に
求
め
ら

れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
の

際
に
は
、
学
修
時
間
や
教
育
の
成
果

に
関
す
る
デ
ー
タ
を
い
か
に
し
て
意

味
の
あ
る
情
報
に
変
換
す
る
か
、
つ

ま
り
学
生
の
学
習
や
成
長
の
改
善
に

向
け
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
に
つ
な

げ
ら
れ
る
か
ど
う
か
が
課
題
と
な
る

で
し
ょ
う
。
IR
と
い
う
新
し
い
用
語

が
、
教
育
改
革
に
向
け
た
デ
ー
タ
活

用
に
つ
い
て
大
学
の
構
成
員
で
議
論

を
深
め
て
い
く
き
っ
か
け
に
な
れ
ば

と
思
い
ま
す
。
　
　（
中
井
俊
樹
）�

　2013年8月23日（金）、FD・SD教育改善支援拠点事業ワークショップ
「事例で学ぶ教員免許業務」を、名古屋大学東山キャンパス文学部1AB講義
室で開催しました。全国の大学から教務担当の職員53名が参加しました。名
古屋大学からは15名の職員が参加しました。�
　教職課程は多くの大学にあり、毎年約10万人が教員免許状を取得していま
す。このような重要な課程ですが、教務において取扱いが難しく問題も発生し
やすい業務と言われています。正しく教員免許業務を進めるには、学生への履
修指導等のために自大学のカリキュラムだけではなく、カリキュラムの拠り所
となる教育職員免許法について正しく理解しておく必要があります。�
　ワークショップでは、講師に大分大学学生支援部の村瀬隆彦氏、龍谷大学文

学部教務課の小野勝士
氏を迎え、教員免許業
務の現場で実際にあっ
た事例を紹介し、グル
ープでの議論を通して
教員免許業務のポイン
トを学びました。�
　参加者からは「大変勉強になった」「実践に役立つと思う」「グループワーク
が充実していた」などの肯定的な意見が寄せられました。今後も同様なワーク
ショップを希望する声も寄せられ、次回の開催も検討することになりました。�
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名古屋大学高等教育研究センター�

読んでおきたい�
この1冊�
Great Books on University 谷口忠大　著�

770円　文春文庫　2013年4月�

　ビブリオバトルとは、次のようなルールで行う「本

の紹介を中心にしたコミュニケーションゲーム」です。�

1.読んで面白いと思った本を持って集まる。�

2.順番に一人5分間で本を紹介する。�

3.各発表後、2～ 3分のディスカッションを行う。�

4.「どの本が一番読みたくなったか？」を基準とした

参加者投票で『チャンプ本』を決める。�

　ビブリオバトルは、教育や読書推進の機能に焦点が

当てられることが多く、今年発表された第三次「子ど

もの読書活動の推進に関する基本的な計画」において

も、子どもの読書活動の推進に寄与する新たな取組と

して取り上げられました。�

　しかし、「本の紹介を中心にしたコミュニケーショ

ンゲーム」、「本を知り人を知る書評ゲーム」という説

明から、ビブリオバトルの本質が、コミュニケーショ

ンの〈場〉としての機能にあることがわかります。書

籍という共有知をコミュニケーションの基盤として使

う、読書という個人体験をコミュニティ単位で共有・

蓄積していく、という発想がそこにはあります。�

　本書では、ゲーム考案者によって、誕生・普及の経

緯や運営手法、ゲームの性質、意義等が包括的に解説

されています。ライトノベル形式で書かれたプロロー

グでは、架空の研究室「右戸研」でビブリオバトルが

繰り広げられており、ゲームの流れを把握することも

できるようになっています。�

　コミュニティにおける知の共有あるいは形成のため

のツールとして、研究室やゼミ、授業等でビブリオバ

トルを活用してみてはいかがでしょうか。　（東望歩）�

学期制�

　東京大学が平成27年度末までに4学期制（クオーター制）を導入す

ることを発表し、大学の学期制について注目が集まっています。名古屋

大学は2学期制（セメスター制）をとっていますが、今後もこの制度を

維持するのが適当でしょうか。�

　戦前の帝国大学では、学期制は各学部の判断に委ねられていました。

大学全体で学期が統一され、日本の大多数の大学が2学期制を導入する

ようになったのは戦後になってからです。その根底には、1回 90分の

授業（2時間みなし）を15週にわたって実施し、これを2単位と数え

る単位制の考え方があります。ところが2013年3月末に大学設置基準

第23条が改正され、授業期間を柔軟に設定することが可能となりました。

大学は教育上の必要性に応じて、10週よりも短い学期、あるいは15週

より長い学期を設定できるようになりました。�

　現行の2学期制にはいろいろな問題が存在します。第1に、振替休日

の多い月曜日は授業回数を確保するのが至難です。第2に、一年で最も

暑い7月から8月にかけて前期授業の仕上げや試験をしなければならず、

学生・教員ともに体力的な負荷が大きくなります。また、後期授業の最

後の時期は旧正月に重なることがたびたびあり、多くのアジア人留学生

がやむなく帰省を断念しています。第3に、週1回の授業が学習効果や

記憶の定着率という点で適切なのかという問題があります。�

　これに対し、4学期制における一学期分は約 2ヶ月間に相当します。

同じ授業を週に複数回実施することによって、学生に集中的な学修を促

すことが期待できます。教員側も担当授業を特定の学期に集中させるこ

とによって、サバティカル（研究休暇）をとりやすくなるなどのメリッ

トが考えられます。�

　しかし、上述した2学期制の問題点のうち最初の2点は、4学期制を

導入しても基本的に変わりません。また、従来通りの週1回ペースの方

が学修上望ましい科目もありうるでしょう。年間の試験回数が増えるこ

とによって事務局の負担が増加したり、非常勤講師の確保が困難になる

といった可能性も否定できません。学期制の変更にあたっては、そのメリッ

トとデメリットを慎重に検討する必要があるでしょう。　　　（近田政博）�

Higher Education Glossary
高等教育にまつわる用語集�

　
中
国
の
大
学
で
は
、「
学
士
課
程

の
質
保
証
と
教
学
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
が
、
政
府
主
導
で
進
行
中
で
す
。

日
本
で
も
以
前
か
ら
取
り
組
ま
れ
て

い
る
大
学
教
育
改
革
（
Ｇ
Ｐ
）
の
中

国
版
と
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
効
果
を
高
め
る
た

め
に
、
2
0
1
1
年
か
ら
事
業
内

容
は
以
下
の
５
領
域
に
整
理
・
統
合

さ
れ
て
い
ま
す
。
①
学
部
課
程
教
育

の
質
に
関
す
る
基
準
の
明
確
化
、
②

学
科
の
総
合
的
な
改
革
、
③
「
モ
デ

ル
授
業
」
と
い
う
政
府
の
認
定
を
受

け
た
大
学
・
学
部
等
の
教
育
内
容
の

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
と
公
開
、
④
学
生

の
実
践
能
力
・
創
造
能
力
の
育
成
、

⑤
大
学
教
員
の
教
育
能
力
の
向
上
、

で
す
。�

　
①
は
、
省
の
教
育
行
政
部
門
等
と

連
携
し
て
、
す
べ
て
の
学
科
に
つ
い

て
教
育
の
質
保
証
の
た
め
の
基
準
を

設
定
す
る
こ
と
、
こ
れ
を
全
国
規
模

に
拡
大
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。�

　
②
で
は
、
経
済
発
展
に
つ
な
が
る

戦
略
的
産
業
・
新
興
産
業
関
係
の
学

科
、
人
材
確
保
が
難
し
い
農
林
・
鉱

業
関
係
の
学
科
等
の
設
置
が
重
視
さ

れ
て
い
ま
す
。
技
術
と
医
学
分
野
で
、

国
際
レ
ベ
ル
の
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
認

証
制
度
の
創
設
と
あ
わ
せ
て
、
こ
れ

ら
の
分
野
で
の
優
秀
な
人
材
養
成
を

進
め
て
い
ま
す
。�

　
③
は
、
全
国
最
高
水
準
の
学
士
課

程
教
育
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
構
築
を

図
る
も
の
で
、
国
の
認
定
を
受
け
た

学
部
・
学
科
は
2
0
1
1
年
ま
で

に
3
0
0
0
に
達
し
て
い
ま
す
。

認
定
を
受
け
た
学
部
・
学
科
の
内
容

を
ウ
ェ
ブ
で
公
開
し
、
各
大
学
の
関

係
者
が
自
ら
の
改
革
の
参
考
に
す
る

こ
と
を
意
図
し
て
い
ま
す
。�

　
④
は
、
教
育
改
革
の
セ
ン
タ
ー
を

全
国
主
要
大
学
に
設
置
し
、
各
大
学

の
教
育
改
善
を
支
援
す
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
学
生
の
起
業
支
援

も
重
視
し
て
お
り
、
科
学
研
究
機
構

や
業
界
と
連
携
し
て
、
支
援
施
設
「
学

生
実
践
基
地
」
を
創
設
し
て
い
ま
す
。

起
業
に
必
要
な
能
力
の
育
成
の
ほ
か
、

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
創
設
に
意
欲
的
な

学
生
へ
の
財
政
的
支
援
も
行
い
ま
す
。�

　
⑤
は
、
主
要
大
学
に
Ｆ
Ｄ
セ
ン
タ

ー
を
設
置
し
、
Ｆ
Ｄ
に
関
す
る
研
究

と
実
践
を
通
じ
て
全
国
の
大
学
の�

Ｆ
Ｄ
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
開
発
の
遅
れ
て
い
る
西
部
の
大

学
の
教
職
員
を
、
研
修
の
た
め
に
東

部
の
重
点
大
学
に
継
続
的
に
派
遣
し

て
い
ま
す
。�

　
こ
の
事
業
関
係
の
政
府
予
算
は
、

2
0
1
2
年
度
で
実
質
的
に
年
間

１０
億
元
（
約
1
6
0
億
円
）
を
超
え
、

地
方
政
府
と
各
大
学
か
ら
の
資
金
も

政
府
支
出
の
半
分
に
達
し
た
と
の
専

門
家
の
推
計
も
あ
り
ま
す
。
事
業
開

始
は
2
0
0
1
年
で
す
が
、
今
後

少
な
く
と
も
数
年
間
は
続
く
見
通
し

で
、
中
国
の
大
学
に
お
け
る
教
育
改

善
へ
の
取
組
が
急
速
に
展
開
す
る
も

の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。�

◇
◇
中
国
で
進
む
学
士
課
程
教
育
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
◇
◇
�

『ビブリオバトル�
　　　　― 本を知り人を知る書評ゲーム』�

客
員
准
教
授
／
華
東
師
範
大
学
　
徐
　
国
興�

参考資料：『IDE 現代の高等教育　No.553 アカデミック・カレンダーを考える』�
　　　　　2013年8-9月号�

Academic Calendar


